Chinese Mandarin Native Speakers\u27 Accent-Learning Problems Predicted According to Characteristics of Tones in Mandarin by 潘 心瑩 & PAN Hsin-ying
















































降上昇調で、調値は「214」である。      
四声 (去声)： 最高音から最低音まで下がる高降り調であり、調値は「51」である。 




                  一声（陰平声）55  
                        二声（陽平声）35 
          三声（上声）214 
          四声（去声）51  
 
             
 
 

































典』(2000)(収録語数 50960 語) における単語の音節数比率について調べた。収録語でもっ









 2 音節語の声調の組み合わせとしては 19組考えられ、語頭の声調分布を調べた結果、以
下の順になった。 





























 また、2 音節語の語末の声調分布を調べた結果、以下の順になった。 







a+3 ＞ a+0    






















































 また、3 音節語の語中の声調分布を調べた結果、以下の順になった。 







a+3+b ＞ a+0+b    































a+b+3 ＞ a+b+0    























































 また、4 音節語の 2 音節目の声調分布を調べた結果、以下の順になった。 







a+3+b+c ＞ a+0+b+c    

















ことから、北京語の 4 音節語の 2 音節目は高い音で始まり低い音で終わる特性を持ってい
ることがわかった。 
また、4 音節語の 3 音節目の声調分布を調べた結果、以下の順になった。 







a+b+3+c ＞ a+b+0+c    
12.52%(826)  0.14%(9)    
 
4 音節語の 3 音節目においては、前の二音節と変わって四声がもっとも多く、次に二声、
一声、三声、そして軽声の順に並ぶ。さらにそれぞれの声調が表す高低変化についてまと
めてみると以下のような結果が見られた。 










このようなことから、北京語の 4 音節語の 3 音節目も高い音で始まり低い音で終わる特性
を持っていることがわかった。 
また、4 音節語の語末の声調分布を調べた結果、以下の順になった。 







a+b+c+3 ＞ a+b+c+0    
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るものでは 1 音節目から 2 音節目に下降する傾向が見られる。 
2.6.2 3音節語  
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北京語の 3 音節語における音節と音節の間の変動は、1 音節目から 2 音節目に下降するも
のよりも 2 音節目から 3 音節目に下降するもののほうが多い傾向が見られる。 
2.6.3 4音節語 
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北京語の 4音節語における音節と音節の間の変動は、3音節語と同様に 2音節目から 3音
節目に下降するものが一番多く、次に 1音節目から 2音節目に下降するものが多い。それ











表 1 声調の高低変化 
  声調 高低変化 
  1 声 高高 
1 音節語 2 声 中高 
  4 声 高低 
1 音節語 1 声+軽声 高高中 
2 声+軽声 中高低 
+ 
4 声+軽声 高低低 
軽声 3 声 低低高 
  1 声+1 声 高高高高 
  1 声+2 声 高高中高 
  1 声+4 声 高高高低 
  2 声+1 声 中高高高 
2 音節語 2 声+2 声 中高中高 
  2 声+4 声 中高高低 
  4 声+1 声 高低高高 
  4 声+2 声 高低中高 






















では 1 音節目から 2 音節目に下降の起きる傾向が見られた。そのため、2 拍語の頭高型に
対する習得は比較的容易と推測されるが、3 音節語と 4 音節語では 2 音節目から 3 音節目











音節にかかわらず、尾高型に対する習得が困難であること、また 2 拍語の頭高型、3 拍語









佐藤昭 (1983)「北京語の二、三の特殊変調について」『中国語学』230: 71-80, 中国語学研究会. 
重松淳 (1995)「台湾語話者の日本語アクセント考」『日本語と日本語教育』24: 39-55, 慶応塾大
学国際センター. 
藤堂明保 (1980)『中国語音韻論 その歴史的研究』光生館. 
野沢素子 (1973)「台湾留学生の日本語におけるアクセントの傾向について」『日本研究』3 東京
都立大学国語学研究室. 
――――  (1974)「台湾人留学生の日本語学習者における音声の諸問題」『日本語と日本語教育』 
3, 慶応塾大学国際センター. 
潘心瑩 (2003)「台湾人の日本語アクセント知覚における諸要因－2 拍語を中心に－」『筑波応用
言語学研究』10: 83-96, 筑波大学人文社会科学研究科 文芸・言語専攻応用言語学領域. 
―――  (2007)「日本語の 3 拍語アクセントの聞き取りについて－台湾語母語話者を中心に－」
  
31
『世新大學人文社會學報』9: 135-160, 世新大學人文社會學院. 
松本丁俊 (1986)『中国語音声学概論』白帝社. 
望月八十吉 (1974)『中国語と日本語』光生館. 
楊立明 (1991)「漢語常用詞声調分布情況的分析」『紀要』43: 56-68,早稲田大学語学教 
      育研究所. 
―――  (1993)「中国語話者の日本語述部の韻律に見られる母語の干渉」『日本語音声と日本語
教育』 103-122,文部省重点領域研究「日本語音声における韻律的特徴の実態とその教育































Chinese Mandarin Native Speakers' 
Accent-Learning Problems Predicted 





In second language acquisition, mother tongue has most effect upon phonology acquisition. If 
constituents of phonology are similar to mother tongue, it is easy to acquire the language, while if 
the constituents differ from mother tongue it is difficult to learn. This research aims to clarify how 
mother tongue influences accent acquisition in Japanese, so I had clarified the characteristics of 
mother tongue and held an inquiry into the problems in learning accent. Finally, in the case of that 
Chinese Mandarin native speakers learn accent of Japanese, the result could be predicted as the 
following. (1) No matter how many moras, finally accented is hard to learn. (2) There is no 
problem to learn initially accented 2-mora word, flat 3-mora and 4-mora word, and 2nd mora 
accented 3-mora and 4-mora word. 
 
  
 
 
 
 
